The Eight Notions in the Second Day of Gyakushu-Seppo by 角野, 玄樹
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
角
野
玄
樹
は
じ
め
に
法
然
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
末
尾
に
は
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』）
の
八
種
選
択
の
原
形
と
指
摘
さ
れ
る
、
八
種
の
義
が
存
す
る１
）
。
こ
の
八
種
の
義
で
は
、『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』（
以
下
『
観
経
』）『
阿
弥
陀
経
』
『
般
舟
三
昧
経
』
の
八
つ
の
念
仏
要
文
を
取
り
あ
げ
、
念
仏
往
生
と
諸
行
往
生
と
の
比
較
を
し
、
結
果
、
念
仏
を
主
張
す
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
八
種
義
の
念
仏
要
文
を
、
法
然
は
ど
の
よ
う
に
選
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
浮
か
ぶ
の
は
、
法
然
は
善
導
教
学
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
善
導
の
釈
文
か
ら
選
定
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
直
感
的
予
想
で
あ
る
。
八
種
義
の
要
文
い
ず
れ
も
確
か
に
善
導
の
釈
文
が
存
す
る
。
こ
の
直
感
的
予
想
を
仮
説
と
し
て
改
め
て
掲
げ
て
み
る
。
法
然
の
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
は
、
八
種
選
択
の
原
形
と
さ
れ
る
八
種
の
義
が
あ
る
。
こ
の
八
種
義
は
、
八
種
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
か
ら
な
る
。
こ
の
八
種
義
の
経
文
が
、
い
か
に
し
て
法
然
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
解
答
に
あ
た
り
、
ま
ず
直
感
的
に
〞『
逆
修
説
法
』
八
種
義
の
要
文
は
、
善
導
の
釈
文
か
ら
選
定
し
た
。〝
と
仮
説
を
立
て
て
み
た
。
そ
し
て
、
そ
の
仮
説
が
正
し
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
検
討
を
し
、
結
果
、
そ
の
仮
説
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
右
記
仮
説
の
内
容
に
、
議
論
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
要
素
を
加
え
、
角
度
の
異
な
る
二
つ
の
結
論
を
導
い
た
。な
お
こ
の
八
種
義
に
、
三
部
経
以
外
の
『
般
舟
三
昧
経
』
我
名
の
文
が
な
ぜ
入
る
の
か
、
従
来
か
ら
不
明
と
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
に
よ
り
、
そ
の
課
題
も
解
明
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
法
然
、
逆
修
説
法
、
八
種
義
、
八
種
選
択
、
専
修
念
仏
〔
抄
録
〕
二
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
仮
説
）
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
の
要
文
は
、
善
導
の
釈
文
か
ら
選
定
し
た
。
右
記
の
よ
う
に
、『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
の
選
定
は
、
善
導
釈
文
を
参
照
し
て
成
立
し
て
い
る
と
予
想
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
予
想
を
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
そ
の
結
論
を
導
く
に
は
、
い
く
つ
か
問
題
が
存
す
る
。
そ
の
問
題
を
解
決
し
、
右
記
の
直
感
的
予
想
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い２
）
。
第
一
節
仮
説
に
対
す
る
問
題
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
文
を
以
下
に
あ
げ
る
。
（
資
料
1
）
此ノ
経ニハ
初ニハ
広ク
雖
説ト
定
散ヲ
、
後ニハ
一
向ニ
択テ
念
仏ヲ
付
属シ
流
通シ
給ヘルナリ
也
。
然ハ
欲
遠クハ
随ヒ
弥
陀ノ
本
願ニ
近クハ
禀ウケント
釈
尊ノ
付
属ヲ
者ノ
、ハ
一
向ニ
修
念
仏ノ
行ヲ
可
求
往
生ヲ
也
。
凡ソ
念
仏
往
生ノ
之
勝ル
于
諸
行
往
生ニ
有
多
義
。
一ニハ
者
因
位ノ
本
願
、
謂ク
弥
陀
如
来ノ
因
位
法
蔵
菩
薩ノ
時キ
、
願
ヘル
発
四
十
八
願ヲ
設ケテ
浄
土ヲ
成ント
仏ニ
之
時
、
立ント
衆
生
往
生ノ
行ヲ
撰
定
フ
時
、
撰
捨
余
行ヲ
撰
定
唯
念
仏
一
行ヲ
而
立
ヘリ
于
往
生ノ
行ニ
。
此ノ
撰
択ノ
願ト
ハ
者
、
大
阿
弥
陀
経ノ
説ナリ
也
。
二ニハ
者
光
明
摂
取ナ
。リ
此ハ
是レ
阿
弥
陀
仏
還
念
因
位ノ
本
願
以テ
相
好ノ
之
光
明ヲ
摂
取シ
念
仏ノ
衆
生ヲ
而
不
捨
ハ
令
フ
往
生
也
。
不
摂
取
余
行ノ
者ヲ
矣
。
三ニハ
者
弥
陀
自
言ク
、
此レハ
是レ
跋
陀
和
菩
薩
詣テンニハ
極
楽
世
界ニ
修
何ノ
行ヲ
可キト
往
生
彼ノ
国ニ
奉ンカ
問
阿
弥
陀
仏ニ
者
、
仏
答
言ハ
、ク
欲ハ
来
生
我
国ニ
者
、
当ニ（ヘシ）念
我カ
名
、
莫ル
休
息ス
、ル
即
得ント
往
生
ヲ
云
云
。
不
勧
ハ
余
行ハ
。
四ニハ
者
釈
迦ノ
付
属
、
謂ク
今
此ノ
経ニ
所
説
付
属
流
通
也
。
不
付
属
余
行ヲハ。
五ニハ
者
諸
仏ノ
証
誠
、
此ハ
是レ
阿
弥
陀
経ニ
所ノ
説
釈
迦
仏
撰テ
説
ヘ
念
仏
往
生ノ
旨ヲ
者
、
六
方ノ
諸
仏
各
同
讃
同
勧テ
舒テ
広
長ノ
舌ヲ
遍
覆テ
三
千
大
千
世
界ニ
而
証
誠
。ヘリ
是レ
則
為
令
一
切
衆
生ヲ
信
念
仏
往
生ハ
決
定
可
疑
也
。
余
行ヲハ
如
是
不
証
誠
矣
。
六ニハ
者
法
滅
往
生
、
謂ク
万
年
三
宝
滅
、
此
経
住
百
年
、
爾
時
聞
一
念
、
皆
当
得
生
彼ト
云
云
。
末
法
万
年ノ
後
、
唯
念
仏ノ
一
行ノミ
留テ
可
往
生
云
事
也
。
余
行ハ
不
爾
。
加
之
、
下
品
上
生ノ
十
悪ノ
罪
人
臨
終
之
時
、
聞
経ト
与ノ
称
仏
之
二
善ヲ
雖
並タリト
之
、
化
仏
来
迎
而
讃
フニハ
云テ
汝
称
仏
名
故
諸
罪
消
滅
我
来
迎
汝ト
、
未タ
讃
ハ
聞
経ノ
之
事ヲハ。
又
双
巻
経ニ
説ク
三
輩
往
生ノ
業ヲ
之
中ニ
、
雖
説ト
菩
提
心
及ヒ
起
立
塔
像
等ノ
之
余
行ヲ
、
至テ
流
通ノ
処ニ
、
讃テ
其
有
得
聞
彼
仏
名
号
、
歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念
、
当
知
、
此
人
為
得
大
利
、
則
是
具
足
上
功
徳ト
、
不
指テ
余
行ヲ
讃
ハ
上
功
徳トハ。
念
仏
往
生ノ
旨
、
取
要
在
之３
）
。
資
料
1
の
内
容
を
以
下
に
記
述
す
る
。『
観
経
』
で
は
定
散
二
善
を
説
く
け
れ
ど
も
、
流
通
分
で
は
念
仏
を
付
属
し
流
通
す
る
。
だ
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
従
い
、
釈
尊
の
付
属
に
順
じ
る
者
は
、
ひ
た
す
ら
念
仏
の
行
を
修
し
、
往
生
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
概
し
て
、
念
仏
往
生
は
諸
行
往
生
よ
り
多
く
の
勝
れ
た
点
を
有
す
る
。
一
つ
に
は
、
因
位
の
本
願
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
が
因
位
の
法
蔵
菩
薩
の
時
代
、
四
十
八
願
を
発
し
浄
土
を
構
築
し
て
成
仏
す
る
際
、
衆
生
往
生
の
行
を
本
願
に
立
て
よ
う
と
選
ぶ
と
こ
ろ
、
余
行
を
選
捨
し
、
念
仏
一
行
を
選
取
し
て
、
往
生
行
と
し
て
立
て
た
。
こ
の
選
択
の
願
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
の
説
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
光
明
摂
取
で
あ
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
が
因
位
の
本
願
を
顧
み
、
相
好
の
光
明
に
よ
り
念
仏
衆
生
を
摂
取
し
、
捨
て
る
こ
と
な
く
往
生
さ
せ
る
。
余
二
二
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
行
の
者
に
は
摂
取
し
な
い
。
三
つ
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
自
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
跋
陀
和
菩
薩
が
極
楽
世
界
に
や
っ
て
来
て
、
ど
の
修
行
を
し
て
往
生
し
た
ら
よ
い
の
か
阿
弥
陀
仏
に
尋
ね
る
と
、
阿
弥
陀
仏
が
答
え
る
と
こ
ろ
、
私
の
国
に
往
生
し
た
い
な
ら
ば
、
私
の
名
前
を
念
じ
て
、
休
む
こ
と
な
け
れ
ば
、
往
生
で
き
る
、
と
。
余
行
に
つ
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
は
勧
め
て
い
な
い
。
四
つ
に
は
、
釈
迦
の
付
属
で
あ
る
。
今
話
題
の
『
観
経
』
の
説
示
内
容
の
付
属
・
流
通
で
あ
る
。
余
行
に
つ
い
て
は
、
釈
迦
は
付
属
し
て
い
な
い
。
五
つ
に
は
、
諸
仏
の
証
誠
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
阿
弥
陀
経
』
に
あ
り
、
釈
迦
が
念
仏
往
生
の
趣
旨
を
選
ん
で
説
い
て
い
る
と
、
六
方
諸
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
釈
迦
の
説
を
、
同
様
に
讃
嘆
し
勧
め
、
三
千
大
千
世
界
に
広
く
て
長
い
舌
で
覆
い
、
証
誠
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
念
仏
往
生
を
全
て
の
衆
生
に
信
じ
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
こ
の
釈
迦
の
説
を
疑
っ
て
は
い
け
な
い
。
余
行
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
証
誠
は
な
い
。
六
つ
に
は
、
法
滅
往
生
で
あ
る
。
善
導
の
特
留
此
経
釈
文
を
引
用
し
、
末
法
万
年
の
ち
、
た
だ
念
仏
一
行
の
み
留
ま
っ
て
、
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
余
行
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
こ
の
六
種
の
義
に
加
え
て
、『
観
経
』
下
品
上
生
に
は
、
十
悪
の
罪
人
が
臨
終
の
時
、
聞
経
と
称
名
念
仏
と
の
二
善
を
併
記
す
る
け
れ
ど
も
、
阿
弥
陀
仏
の
化
仏
が
来
迎
し
て
讃
嘆
す
る
と
こ
ろ
は
、
称
名
念
仏
す
る
か
ら
、
諸
罪
は
滅
し
、
私
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
す
る
、
と
。
聞
経
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
讃
嘆
は
な
い
。
ま
た
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
往
生
の
行
を
説
く
中
に
、
菩
提
心
な
ど
の
余
行
を
説
く
け
れ
ど
も
、
同
経
の
流
通
分
で
は
、
一
念
の
念
仏
を
す
れ
ば
、
大
利
・
無
上
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
讃
嘆
し
、
余
行
を
無
上
功
徳
と
は
讃
嘆
し
な
い
。
念
仏
往
生
の
趣
旨
の
要
点
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
、
と
資
料
1
で
は
述
べ
る
。
資
料
1
で
は
、「
一
向ニ
修
念
仏ノ
行ヲ
可
求
往
生ヲ
也
。」
の
文
を
承
け
て
、
八
種
義
が
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。「
一
向
修
念
仏
行
」
と
は
、
専
修
念
仏
と
近
似
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
称
え
念
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
八
種
義
の
選
定
に
際
し
て
は
、
善
導
の
釈
文
の
中
で
も
、
特
に
専
修
念
仏
の
釈
文
で
あ
る
こ
と
が
、
や
は
り
直
感
的
に
連
想
で
き
る
。
ま
た
、
八
種
義
い
ず
れ
も
、
経
文
か
ら
の
解
釈
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
善
導
の
『
観
無
量
寿
経
疏
』（
以
下
『
観
経
疏
』）『
法
事
讃
』『
観
念
法
門
』
『
往
生
礼
讃
』
の
中
か
ら
、
経
釈
文
で
あ
り
、
か
つ
専
修
念
仏
の
箇
所
を
拾
い
出
し
て
み
た４
）
。
経
文
に
対
す
る
善
導
の
専
修
念
仏
釈
文
の
該
当
箇
所
（
頁
数
行
数
な
ど
は
『
浄
全
』
の
も
の
。）
◇
『
観
経
疏
』（『
浄
全
』
第
二
巻
）
①
四
九
頁
上
一
二
〜
一
三
行
目
（『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
文
釈
）、
②
四
九
頁
上
一
三
〜
一
四
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
）、
③
四
九
頁
上
一
五
行
目
（『
観
経
』
定
散
二
善
文
釈
）、
④
五
八
頁
上
五
〜
六
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
）、
⑤
五
八
頁
上
九
〜
一
〇
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
）、
⑥
六
一
頁
下
七
〜
八
行
目
（『
観
経
』
上
品
上
生
文
釈
）、
⑦
七
〇
頁
上
八
行
目
（『
観
経
』
化
讃
文
釈
）、
⑧
七
一
頁
上
九
〜
一
〇
行
目
（『
観
経
』
分
陀
利
華
文
釈
）、
⑨
七
一
頁
上
一
五
行
目
（『
観
経
』
分
陀
利
華
文
釈
）、
七
一
頁
下
四
行
目
（『
観
経
』
付
属
文
釈
）
二
三
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
◇
『
法
事
讃
』（『
浄
全
』
第
四
巻
）
二
一
頁
上
一
六
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
）、
三
〇
頁
上
三
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
証
誠
文
釈
）
◇
『
観
念
法
門
』（『
浄
全
』
第
四
巻
）
二
二
六
頁
上
一
〜
二
行
目
（『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
）、
二
二
六
頁
上
三
〜
四
行
目
（『
般
舟
三
昧
経
』
我
名
文
釈
）、
二
二
八
頁
下
一
五
〜
一
六
行
目
（『
観
経
』
摂
取
文
釈
）、
二
二
九
頁
上
二
行
目
（『
十
往
生
経
』
文
釈
）、
二
二
九
頁
上
六
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
）、
二
二
九
頁
上
一
一
〜
一
二
行
目
（『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
）、
二
二
九
頁
上
一
五
行
目
（『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
）、
二
二
九
頁
下
一
二
行
目
（『
浄
度
三
昧
経
』
文
釈
・『
譬
喩
経
』
文
釈
・『
惟
無
三
昧
経
』
文
釈
）、
二
三
二
頁
下
一
七
行
目
（『
文
殊
般
若
経
』
専
称
名
字
文
釈
）、
二
三
三
頁
上
一
三
行
目
（『
無
量
寿
経
』
三
輩
文
釈
）、
二
三
三
頁
下
三
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
）
◇
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
第
四
巻
）
三
五
六
頁
上
七
行
目
（『
文
殊
般
若
経
』
専
称
名
字
文
釈
）、
三
七
二
頁
上
一
五
行
目
（『
阿
弥
陀
経
』
証
誠
文
釈
）、
三
七
三
頁
下
一
行
目
（『
観
経
』
化
讃
文
釈
）
右
記
の
収
集
し
た
①
〜
の
内
容
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
八
種
義
と
①
〜
と
の
対
応
を
あ
げ
る
。
八
種
義
と
①
〜
と
の
対
応
一
覧
一
、『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
文
釈
（
①
）
二
、『
観
経
』
摂
取
文
釈
（
）
三
、『
般
舟
三
昧
経
』
我
名
文
釈
（
）
四
、『
観
経
』
付
属
文
釈
（
）
五
、『
阿
弥
陀
経
』
証
誠
文
釈
（
）
六
、『
無
量
寿
経
』
特
留
此
経
文
釈
（
該
当
な
し
）
七
、『
観
経
』
化
讃
文
釈
（
⑦
）
八
、『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
釈
（
該
当
な
し
）
こ
の
八
種
義
と
①
〜
と
の
対
応
一
覧
を
見
る
と
、
下
記
二
文
以
外
の
も
の
は
、
該
当
の
善
導
釈
文
が
存
す
る
が
、
特
留
此
経
文
・
無
上
功
徳
文
に
は
、
善
導
の
専
修
念
仏
に
関
す
る
釈
文
が
存
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、『
選
択
集
』
第
五
章
・
第
六
章
を
見
る
と
、
両
文
の
善
導
釈
文
の
念
仏
は
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
で
は
な
く
、
単
な
る
念
仏
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
冒
頭
の
直
感
的
予
想
を
是
と
す
る
な
ら
、
な
ぜ
、
専
修
念
仏
の
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
念
仏
要
文
を
、
八
種
義
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
、
問
題
と
な
る
。
上
記
①
〜
の
整
理
を
も
う
少
し
し
て
お
こ
う
。
次
は
、
八
種
義
に
は
存
し
な
い
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
経
釈
文
の
例
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
あ
げ
る
。
八
種
義
に
は
な
い
善
導
の
専
修
念
仏
の
経
釈
文
◇
『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
（
②
④
⑤
）
◇
『
観
経
』
定
散
二
善
文
釈
（
③
）
◇
『
観
経
』
上
品
上
生
文
釈
（
⑥
）
◇
『
観
経
』
分
陀
利
華
文
釈
（
⑧
⑨
）
◇
『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
（
）
◇
『
十
往
生
経
』
文
釈
（
）
二
四
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
◇
『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
（
）
◇
『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
（
）
◇
『
浄
度
三
昧
経
』
文
釈
（
）
◇
『
譬
喩
経
』
文
釈
（
）
◇
『
惟
無
三
昧
経
』
文
釈
（
）
◇
『
文
殊
般
若
経
』
専
称
名
字
文
釈
（
）
◇
『
無
量
寿
経
』
三
輩
文
釈
（
）
も
し
、
冒
頭
の
直
感
的
予
想
を
是
と
す
る
な
ら
、
な
ぜ
、
専
修
念
仏
と
す
る
こ
れ
ら
の
経
文
を
、
法
然
は
八
種
義
に
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
か
、
や
は
り
問
題
と
な
る
。
こ
の
中
で
、
三
部
経
の
一
日
七
日
念
仏
文
釈
や
三
輩
文
釈
に
つ
い
て
、
善
導
が
専
修
念
仏
と
い
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
法
然
は
八
種
義
に
含
め
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
三
部
経
の
文
だ
け
に
、
特
に
問
題
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
よ
う
。
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
文
は
、
八
種
義
に
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
冒
頭
で
は
、
こ
の
八
種
義
が
、
善
導
の
釈
文
か
ら
選
定
さ
れ
た
と
予
想
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
問
題
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
以
下
に
改
め
て
整
理
し
て
掲
げ
て
み
よ
う
。
第
一
の
問
題
善
導
の
専
修
念
仏
の
経
文
釈
中
に
は
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
文
釈
・『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
釈
・『
観
経
』
定
散
二
善
文
釈
・
同
経
上
品
上
生
文
釈
・
同
経
分
陀
利
華
文
釈
・『
般
舟
三
昧
経
』・『
十
往
生
経
』・『
浄
度
三
昧
経
』・『
譬
喩
経
』・『
惟
無
三
昧
経
』
な
ど
の
文
釈
・『
文
殊
般
若
経
』
専
称
名
字
文
釈
が
存
す
る
。
し
か
し
、
八
種
義
要
文
に
は
こ
れ
ら
は
存
し
な
い
。
第
二
の
問
題
八
種
義
要
文
に
は
、
無
上
功
徳
文
や
特
留
此
経
文
が
存
す
る
が
、
上
記
経
文
に
対
す
る
善
導
の
専
修
念
仏
釈
文
の
該
当
箇
所
で
収
集
し
た
も
の
に
は
、
そ
れ
ら
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
で
き
れ
ば
、
筆
者
の
直
感
的
予
想
が
妥
当
と
な
る
も
の
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
の
問
題
の
八
種
義
か
ら
す
れ
ば
余
分
な
文
を
全
て
削
除
し
、
か
つ
、
第
二
の
問
題
の
二
つ
の
要
文
を
八
種
義
に
加
え
れ
ば
、
八
種
義
の
要
文
の
み
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
問
題
第
二
の
問
題
を
解
決
で
き
れ
ば
、
冒
頭
に
あ
げ
た
仮
説
が
ほ
ぼ
妥
当
と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
ら
あ
げ
た
問
題
を
ま
ず
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
問
題
は
、
い
ず
れ
も
十
分
に
解
決
可
能
と
考
え
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
を
解
決
し
た
あ
と
、
私
見
の
補
強
の
た
め
、
第
三
の
問
題
を
掲
げ
、
議
論
を
す
る
。
こ
の
第
三
の
問
題
は
、
本
稿
の
流
れ
の
中
で
指
摘
し
、
第
四
節
で
検
討
す
る
。
第
二
節
第
一
の
問
題
第
二
節
第
一
項
三
輩
文
釈
・
一
日
七
日
念
仏
文
釈
の
問
題
こ
の
第
二
節
で
は
、
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
第
一
の
問
題
に
あ
げ
た
経
典
の
文
な
ど
は
、
八
種
義
に
は
存
し
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
、
各
文
に
つ
い
て
、
三
つ
の
項
に
分
け
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
善
導
専
修
念
仏
釈
文
に
は
三
輩
文
釈
（
）・
一
日
七
日
念
仏
文
釈
（
②
④
⑤
）
が
存
す
る
の
に
、
な
ぜ
八
種
義
に
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
五
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
八
種
義
の
資
料
1
の
次
の
文
に
注
目
し
た
い
。
（
資
料
2
）
凡ソ
念
仏
往
生ノ
之
勝ル
于
諸
行
往
生ニ
有
多
義５
）
。
八
種
義
で
は
、
念
仏
往
生
と
諸
行
往
生
の
比
較
を
し
、
念
仏
往
生
の
八
種
の
勝
れ
た
点
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
念
仏
往
生
と
諸
行
往
生
と
は
、「
往
生
」
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
、
念
仏
と
諸
行
の
比
較
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
関
連
す
る
経
典
内
に
存
在
す
る
。
念
仏
と
諸
行
と
の
候
補
の
場
と
は
、
読
み
手
が
各
経
文
を
読
ん
で
、
念
仏
と
諸
行
と
を
比
較
し
う
る
場
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
八
種
義
で
は
、
念
仏
と
余
行
の
候
補
の
場
及
び
、
念
仏
主
張
の
場
の
、
両
方
の
場
が
別
々
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
共
通
す
る
。
以
下
に
確
認
し
て
み
よ
う
。
第
一
の
因
位
本
願
で
は
、
二
百
一
十
億
の
国
土
が
、
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
に
な
る
。
こ
の
選
択
の
内
容
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
内
に
存
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
第
十
八
願
と
い
う
場
で
念
仏
を
主
張
す
る
。
第
二
の
光
明
摂
取
で
は
、
阿
弥
陀
仏
は
本
願
を
還
念
し
て
念
仏
衆
生
を
摂
取
す
る
と
す
る
。
摂
取
文
で
は
、
本
願
が
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
摂
取
文
の
場
で
念
仏
を
主
張
す
る
。
第
三
に
阿
弥
陀
仏
自
言
で
は
、『
般
舟
三
昧
経
』
に
お
け
る
念
仏
と
余
行
が
候
補
の
場
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
自
言
の
場
で
念
仏
を
主
張
す
る
。
第
四
に
釈
迦
付
属
で
は
、
定
散
二
善
が
候
補
の
場
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
付
属
文
の
場
で
念
仏
を
主
張
す
る
。
第
五
に
諸
仏
証
誠
で
は
、
浄
土
教
経
典
が
候
補
の
場
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
証
誠
文
の
場
で
念
仏
を
主
張
す
る
。
第
六
に
法
滅
往
生
で
は
、『
無
量
寿
経
』
の
念
仏
と
他
経
に
説
か
れ
る
余
行
と
が
候
補
の
場
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
特
留
此
経
文
の
場
で
念
仏
を
主
張
す
る
。
第
七
に
『
観
経
』
下
品
上
生
文
で
は
、
同
文
に
存
す
る
念
仏
と
聞
経
と
が
候
補
の
場
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
念
仏
を
主
張
す
る
。
第
八
に
『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
で
は
、
三
輩
文
が
候
補
の
場
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
無
上
功
徳
文
の
場
で
念
仏
を
主
張
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
、
候
補
の
場
と
主
張
の
場
の
両
方
が
別
々
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
あ
り
、
そ
の
候
補
の
中
か
ら
結
論
と
し
て
、
主
張
の
場
で
、
余
行
で
は
な
く
念
仏
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
念
仏
往
生
が
諸
行
往
生
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
す
る
旨
が
、
資
料
2
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
も
し
候
補
の
場
が
全
く
な
く
、
単
に
念
仏
の
み
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
諸
行
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
が
必
然
的
に
は
導
け
ず
、
恣
意
的
に
法
然
は
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
、
と
批
判
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
。
諸
行
の
提
示
が
な
い
の
で
、
念
仏
が
諸
行
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
か
否
か
、
読
み
手
に
は
判
断
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
宗
派
な
ど
の
反
対
意
見
の
立
場
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
批
判
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
、
資
料
1
の
文
脈
で
は
、
候
補
の
場
の
提
示
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
項
の
問
題
を
考
え
る
。
ま
ず
三
輩
文
釈
か
ら
で
あ
る
。
三
輩
文
で
は
、
確
か
に
念
仏
に
「
一
向
専
」
な
ど
の
語
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
諸
行
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
文
で
は
念
仏
を
主
張
し
、
諸
行
を
主
張
し
て
い
な
い
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
同
文
で
は
、
念
仏
と
諸
行
の
候
補
の
場
の
提
示
が
な
い
。
候
補
の
場
が
な
く
て
、
単
に
念
仏
に
「
一
向
専
」
な
ど
の
語
が
配
置
さ
れ
、
諸
行
に
は
同
語
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
況
だ
と
、
釈
迦
は
諸
行
の
こ
と
を
全
く
無
視
し
て
、
単
に
念
仏
に
「
一
向
専
」
な
ど
の
語
を
配
置
し
た
、
と
い
う
主
張
も
成
り
立
ち
う
二
六
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
る
。
そ
し
て
諸
行
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
は
全
く
別
の
意
図
に
よ
り
、
三
輩
文
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
想
定
可
能
で
あ
る
。
こ
の
状
況
な
ら
ば
、
三
輩
文
に
お
い
て
、
念
仏
と
諸
行
と
に
勝
劣
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
諸
行
の
こ
と
を
全
く
意
識
せ
ず
に
、
念
仏
に
「
一
向
専
」
と
加
え
て
三
輩
文
で
説
く
一
方
、
諸
行
は
そ
れ
と
は
全
く
別
の
意
図
に
よ
り
三
輩
文
で
説
く
な
ら
ば
、
両
者
に
勝
劣
が
つ
く
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
私
見
に
対
し
、
三
輩
文
自
体
で
念
仏
と
諸
行
の
勝
劣
が
つ
い
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
反
論
が
お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
既
述
の
よ
う
に
、
念
仏
と
諸
行
と
が
三
輩
文
に
盛
り
こ
ま
れ
る
意
図
が
別
々
の
も
の
な
ら
ば
、
例
え
三
輩
文
の
み
で
念
仏
と
諸
行
と
に
勝
劣
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
の
根
拠
が
な
い
。
念
仏
と
諸
行
と
を
比
較
し
た
上
で
は
な
い
の
で
、
不
当
に
念
仏
を
勝
と
し
て
い
る
、
と
い
う
批
判
の
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
輩
文
の
み
で
は
、
念
仏
が
諸
行
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
根
拠
に
、
十
分
に
は
な
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
状
況
は
、
資
料
2
の
内
容
と
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
念
仏
往
生
が
諸
行
往
生
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
明
示
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
は
、
三
輩
文
を
八
種
義
に
は
含
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
一
日
七
日
念
仏
文
釈
で
あ
る
。
同
文
で
も
、
念
仏
は
多
善
根
で
あ
り
、
余
行
は
少
善
根
な
の
で
、
こ
の
内
容
か
ら
、
念
仏
が
勝
れ
、
八
種
義
に
含
ん
で
も
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
同
文
で
も
、
念
仏
主
張
の
場
は
あ
る
が
、
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
候
補
の
場
が
な
い
の
で
、
念
仏
と
余
行
と
が
、
公
平
に
候
補
の
場
に
あ
る
の
か
ど
う
か
、
読
み
手
は
判
断
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
余
行
は
分
量
の
少
な
い
余
行
で
あ
る
が
、
念
仏
は
そ
れ
に
比
べ
て
分
量
の
多
い
行
と
な
っ
て
い
る
上
で
、
念
仏
を
多
善
根
、
余
行
を
少
善
根
と
説
く
こ
と
も
あ
り
う
る
。
行
の
分
量
が
大
い
に
関
係
す
る
状
況
で
こ
の
よ
う
に
説
い
て
も
、
そ
れ
は
不
公
平
な
主
張
と
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
念
仏
が
多
善
根
な
の
は
、
分
量
の
多
い
念
仏
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
余
行
が
少
善
根
な
の
は
、
余
行
の
分
量
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
可
能
性
を
残
す
の
で
あ
る
。
こ
の
不
公
平
な
可
能
性
が
残
っ
た
ま
ま
で
、
い
く
ら
念
仏
を
多
善
根
、
余
行
を
少
善
根
と
い
っ
た
と
し
て
も
、
批
判
的
立
場
の
読
み
手
は
素
直
に
は
納
得
し
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
文
で
は
、
候
補
の
場
が
な
く
、
不
公
平
な
上
で
の
念
仏
主
張
の
可
能
性
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
八
種
義
に
は
含
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
か
ら
に
は
、
件
の
八
種
義
で
、
公
平
に
念
仏
と
余
行
と
が
候
補
の
場
に
あ
る
の
か
、
念
の
た
め
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
八
種
義
に
お
い
て
不
公
平
な
候
補
の
場
が
あ
る
な
ら
ば
、
右
記
の
私
見
は
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
一
の
因
位
本
願
か
ら
第
七
の
『
観
経
』
下
品
上
生
文
ま
で
は
、
念
仏
や
余
行
の
行
の
分
量
は
関
係
な
い
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
念
仏
と
余
行
と
に
不
公
平
な
状
況
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
八
の
無
上
功
徳
文
は
、
功
徳
の
分
量
に
関
す
る
内
容
な
の
で
、
念
仏
・
余
行
の
分
量
が
関
係
し
て
く
る
。
無
上
功
徳
文
で
は
、
念
仏
の
分
量
は
「
一
念
」
で
あ
る
。
そ
し
て
無
上
功
徳
文
が
主
張
の
場
で
あ
り
、
候
補
の
場
は
三
輩
文
の
念
仏
と
余
行
で
あ
る
。
そ
の
三
輩
の
一
番
下
位
の
下
輩
で
は
、
念
仏
を
一
念
と
も
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
一
念
が
念
仏
の
中
で
最
も
功
徳
が
少
な
い
と
お
さ
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
念
を
無
上
功
徳
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
公
平
な
候
補
の
場
を
こ
れ
で
確
保
で
き
て
い
る
。
余
行
の
ほ
う
は
、
無
上
功
徳
未
満
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
余
行
の
分
量
が
一
区
切
り
で
あ
れ
ば
よ
り
公
平
だ
が
、
余
行
の
分
二
七
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
量
が
多
く
て
も
、
こ
の
場
合
問
題
は
な
い
。
余
行
の
分
量
が
多
い
ほ
う
が
、
む
し
ろ
、
よ
り
念
仏
の
功
徳
が
大
き
い
こ
と
が
い
え
る
の
で
、
か
え
っ
て
法
然
に
と
っ
て
は
好
都
合
な
く
ら
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
上
功
徳
を
得
る
の
が
「
一
念
」
と
同
経
で
明
記
し
て
い
る
の
で
、
公
平
な
候
補
の
場
を
確
保
で
き
て
い
る
。
か
く
し
て
、
一
日
七
日
念
仏
文
で
は
、
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
な
く
、
公
平
性
が
保
持
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
同
文
を
八
種
義
に
含
め
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
第
二
節
第
二
項
『
観
経
』
定
散
二
善
文
釈
な
ど
の
問
題
本
項
で
は
、『
観
経
』
定
散
二
善
文
釈
（
③
）・『
観
経
』
上
品
上
生
文
釈
（
⑥
）・『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
（
）
を
取
り
あ
げ
る
。
ま
ず
、『
観
経
』
定
散
二
善
文
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
善
導
釈
文
の
当
該
文
を
あ
げ
よ
う
。
（
資
料
3＝
③
の
文
）
又
此ノ
経ノ
定
散ノ
文ノ
中ニ
、
唯
標ス
専
念
名
号ヲ
得ル
ヲ
生
。ヲ
６
）
と
、
定
散
二
善
の
中
に
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
と
、
善
導
は
指
摘
し
て
い
る
。
八
種
義
に
は
こ
の
定
散
二
善
の
専
修
念
仏
は
含
ん
で
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
冒
頭
の
直
感
的
予
想
と
齟
齬
が
生
ず
る
。
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
定
散
二
善
の
念
仏
と
は
、
お
そ
ら
く
、
真
身
観
の
摂
取
文
や
下
品
上
生
の
化
讃
文
の
念
仏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
他
の
善
導
釈
文
で
も
、
専
修
念
仏
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
の
文
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
⑦
の
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
八
種
義
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
な
ん
ら
問
題
は
な
い
。
問
題
と
な
り
う
る
の
は
、
下
品
下
生
の
念
仏
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
八
種
義
に
は
存
し
な
い
。
し
か
し
、
下
品
下
生
の
念
仏
に
つ
い
て
、
他
の
善
導
釈
文
で
は
、
専
修
念
仏
の
表
記
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
単
な
る
念
仏
の
類
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
善
導
は
下
品
下
生
の
念
仏
を
専
修
念
仏
と
は
見
て
い
な
い
と
解
釈
可
能
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
資
料
3
の
定
散
二
善
の
中
の
専
修
念
仏
に
は
、
下
品
下
生
の
念
仏
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
、
資
料
3
の
文
に
つ
い
て
、
ご
く
自
然
に
理
解
で
き
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
資
料
3
の
定
散
二
善
の
念
仏
が
、
専
修
念
仏
で
あ
っ
て
も
、
八
種
義
の
み
該
当
す
る
の
で
、
以
上
の
よ
う
に
齟
齬
は
生
じ
ず
、
こ
の
問
題
は
解
決
で
き
る
。
次
に
、『
観
経
』
上
品
上
生
文
釈
で
あ
る
。
当
該
文
を
あ
げ
よ
う
。
（
資
料
4＝
⑥
の
文
）
三ニハ
明トハ
修
行
六
念ヲ
者
、
所
謂ル
念シ
仏
法
僧ヲ
念ス
戒
捨
天
等ヲ
。
此レ
亦
通
合ス
上ノ
第
三ノ
福ノ
大
乗ノ
之
意
義ニ
也
。
言ハ
念
仏ト
者
、
即
専
念ス
阿
弥
陀
仏ノ
口
業ノ
功
徳
身
業
功
徳
意
業ノ
功
徳ヲ
。
こ
の
上
品
上
生
の
念
仏
と
は
、
六
念
（
念
仏
・
念
法
・
念
僧
・
念
戒
・
念
捨
・
念
天
）
の
中
の
念
仏
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
三
業
の
功
徳
を
念
ず
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
念
仏
は
、
劣
っ
た
機
根
に
で
も
誰
に
で
も
可
能
な
称
名
念
仏
と
は
、
ま
た
異
な
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
機
根
の
勝
れ
た
者
が
修
し
う
る
念
仏
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
阿
弥
陀
仏
の
三
業
の
功
徳
を
念
ず
る
の
は
、
上
根
の
者
の
み
可
能
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
。
善
導
も
法
然
も
、
六
念
の
念
仏
を
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
4
で
は
、
専
念
と
は
い
う
が
、
上
根
の
者
の
み
修
し
う
る
行
で
あ
っ
て
、
善
導
・
法
然
が
主
二
八
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
張
す
る
、
誰
で
も
で
き
る
称
名
念
仏
と
は
違
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
上
品
上
生
文
釈
が
八
種
義
に
は
存
し
な
い
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
当
該
文
の
内
容
は
、
誰
で
も
可
能
な
専
修
念
仏
で
は
な
い
の
で
、
問
題
を
解
決
で
き
る
。
次
に
、『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
（
）
で
あ
る
。
善
導
は
一
巻
本
の
『
般
舟
三
昧
経
』
と
近
似
し
た
釈
文
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
一
巻
本
『
般
舟
三
昧
経
』
の
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
。
（
資
料
5
）
仏
告
陀
和
。
持
是
行
法
便
得
三
昧
。
現
在
諸
仏
悉
在
前
立
。
其
有
比
丘
比
丘
尼
。
優
婆
塞
優
婆
夷
。
如
法
行
持
戒
完
具
。
独
一
処
止
念
西
方
阿
弥
陀
仏
今
現
在
。
随
所
聞
当
念
。
去
此
千
億
万
仏
刹
。
其
国
名
須
摩
提
。
一
心
念
之
。
一
日
一
夜
若
七
日
七
夜
。
過
七
日
已
後
見
之
。
譬
如
人
夢
中
所
見
。
不
知
昼
夜
亦
不
知
内
外
。
不
用
在
冥
中
。
有
所
蔽
碍
故
不
見
。
陀
和
。
菩
薩
当
作
是
念
。
時
諸
仏
国
境
界
中
。
諸
大
山
須
弥
山
。
其
有
幽
冥
之
処
。
悉
為
開
闢
無
所
蔽
碍
。
是
菩
薩
不
持
天
眼
徹
視
。
不
持
天
耳
徹
聴
。
不
持
神
足
到
其
仏
刹７
）
。
持
戒
を
完
具
し
、
一
日
七
日
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
る
と
、
見
仏
し
、
往
生
す
る
こ
と
を
説
く
。
こ
れ
に
対
す
る
善
導
釈
文
を
あ
げ
る
。
（
資
料
6＝
の
文
）
又
如キ
般
舟
三
昧
経ノ
行
品ノ
中ニ
説テ
云カ
、
仏
告ク
跋
陀
和ニ
、
若シ
有テ
人
七
日
七
夜
在テ
道
場ノ
内ニ
、
捨テ
諸
縁ノ
事ヲ
除
去シテ
睡
臥ヲ
一
心ニ
専ラ
念シテ
阿
弥
陀
仏ノ
真
金
色ノ
身ヲ
、
或ハ
一
日
三
日
七
日
、
或ハ
二
七
日
五
六
七
七
日
、
或ハ
至リ
百
日ニ
、
或ハ
尽シテ
一
生ヲ
、
至
心ニ
観
仏シ
及ヒ
口
称
心
念スレハ
者
、
仏
即チ
摂
受シ
。フ
既ニ
蒙ル
摂
受ヲ
、
定テ
知ヌ
、
罪
滅シテ
得ヘシ
生
ヲ
浄
土ニ
。
資
料
6
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
真
金
色
の
身
を
専
ら
念
じ
、
観
仏
・
口
称
・
心
念
す
れ
ば
、
罪
が
滅
し
往
生
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
資
料
6
で
は
、
確
か
に
「
専ラ
念シテ
」
と
、
専
ら
念
ず
る
こ
と
を
説
く
。
ま
た
「
口
称
」
と
も
あ
る
。「
観
仏シ
」
と
も
あ
る
が
、
こ
の
観
仏
を
助
業
と
見
な
し
、
口
称
を
正
定
之
業
と
見
な
せ
ば
、
観
察
正
行
の
助
業
を
し
な
が
ら
の
専
修
称
名
念
仏
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
資
料
6
は
、
法
然
の
主
張
す
る
専
修
念
仏
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
注
目
し
た
い
の
は
、
専
ら
念
ず
る
対
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
阿
弥
陀
仏ノ
真
金
色ノ
身ヲ
」
と
あ
る
。
名
号
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
身
を
念
じ
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
資
料
6
の
内
容
は
、
助
業
と
し
て
の
観
察
正
行
で
は
な
く
、
観
仏
が
中
心
で
あ
る
行
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
資
料
6
の
念
仏
記
述
の
中
心
的
表
現
は
、「
一
心ニ
専ラ
念シテ
阿
弥
陀
仏ノ
真
金
色ノ
身ヲ
」
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
行
が
中
心
の
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
念
仏
は
観
念
の
念
仏
で
あ
る
。
そ
し
て
、
念
の
対
象
は
、
阿
弥
陀
仏
の
身
体
で
あ
る
。
一
方
、
法
然
の
念
仏
の
念
の
対
象
は
、
名
号
の
は
ず
で
あ
る
。
更
に
、「
観
仏シ
及ヒ
口
称
心
念スレハ
者
」
と
、
口
称
や
心
念
を
後
に
述
べ
観
仏
を
先
に
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
語
順
か
ら
も
、
や
は
り
、
資
料
6
の
中
心
行
は
、
観
仏
で
あ
り
、
観
仏
を
し
な
が
ら
の
口
称
・
心
念
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
決
し
て
、
助
業
と
し
て
の
観
察
正
行
と
正
定
之
業
の
称
名
念
仏
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
法
然
の
主
張
は
、
観
仏
中
心
の
念
仏
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
称
名
念
仏
が
中
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
の
主
張
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
資
料
6
の
念
仏
は
、
八
種
義
の
範
疇
か
ら
除
外
せ
ざ
る
を
え
ま
い
。
そ
し
て
、
資
料
5
の
『
般
舟
三
昧
経
』
の
文
も
、
資
料
6
の
善
導
の
釈
文
を
と
お
し
て
、
観
仏
中
心
の
行
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
同
文
が
八
種
義
か
ら
漏
れ
て
い
二
九
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
る
と
い
う
問
題
を
解
決
で
き
る
。
第
二
節
第
三
項
分
陀
利
華
文
釈
な
ど
の
問
題
次
に
、
第
一
の
問
題
で
掲
げ
た
残
り
の
経
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
分
陀
利
華
文
釈
（
⑧
⑨
）・『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
（
）・『
十
往
生
経
』
文
釈
（
）・『
浄
度
三
昧
経
』
文
釈
・『
譬
喩
経
』
文
釈
・『
惟
無
三
昧
経
』
文
釈
（
）・『
文
殊
般
若
経
』
専
称
名
字
文
釈
（
）
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
右
記
の
諸
経
文
は
往
生
の
文
で
は
な
い
の
で
、
八
種
義
か
ら
漏
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
以
下
に
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
、
分
陀
利
華
文
か
ら
で
あ
る
。
同
文
は
『
観
経
』
の
文
で
あ
る
。
（
資
料
7
）
若
念
仏セン
者ハ
、
当ニ
知ル
、
此ノ
人ハ
是レ
人
中ノ
分
陀
利
華ナ
。リ
観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩
薩
為ル
其ノ
勝
友ウト
。
当ヲ
坐ス
道
場ニ
生スヘシ
諸
仏ノ
家ニ
。８
）
資
料
7
で
は
、
念
仏
者
は
人
中
の
分
陀
利
華
で
あ
り
、
観
音
菩
薩
や
勢
至
菩
薩
の
勝
れ
た
友
と
な
り
、
諸
仏
の
家
に
生
ず
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
諸
仏
の
家
に
生
ず
る
こ
と
は
説
か
れ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
に
往
生
す
る
旨
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
分
陀
利
華
文
に
対
す
る
、
善
導
の
釈
文
を
確
認
し
よ
う
。
⑧
と
⑨
の
二
箇
所
に
専
修
念
仏
が
出
る
が
、
そ
れ
ら
を
併
せ
た
文
が
、
次
の
資
料
8
で
あ
る
。
（
資
料
8＝
⑧
と
⑨
の
文
）
五ニ
従
若
念
仏
者
下モ
至ル
生
諸
仏
家ニ
已
来ハ
、
正ク
顕ス
念
仏
三
昧ノ
功
能
超
絶
、
実ニ
非
ヲ
雑
善ヲモテ
得ニ
為
ヲ
比
類ト
。
即
有リ
其ノ
五
。
一ニハ
明シ
専
念スル
ヲ
弥
陀
仏ノ
名ヲ
、
二ニハ
明シ
指
讃スル
ヲ
能
念ノ
之
人ヲ
、
三ニハ
明ス
若
能
相
続
念
仏スル
者ノ
、ハ
此ノ
人
甚
為
希
有ナ
、リト
更ニ
無シ
物ノ
可キ
以
方フ
之ニ
、
故ニ
引テ
分
陀
利ヲ
為ル
ヲ
喩ト
。
言ハ
分
陀
利ト
者
、
名テ
人
中
好
華ト
、
亦
名ケ
希
有
華ト
、
亦
名ケ
人
中
上
上
華ト
、
亦
名ク
人
中
妙
好
華ト
。
此ノ
華
相
伝テ
名ル
蔡
華ト
是ナ
。リ
若
念
仏スル
者ノ
、ハ
即
是レ
人
中ノ
好
人
、
人
中ノ
妙
好
人
、
人
中ノ
上
上
人
、
人
中ノ
希
有
人
、
人
中ノ
最
勝
人ナリ
也
。
四ニ
明シ
専
念スル
弥
陀ノ
名ヲ
者ノ
、ハ
即
観
音
勢
至
常ニ
随テ
影
護スル
亦
如ナル
ヲ
親
友
知
識ノ
也
。
五ニ
明ス
今
生
既ニ
蒙レハ
此ノ
益ヲ
、
捨テ
命ヲ
即
入ル
諸
仏ノ
之
家ニ
、
即
浄
土
是ナリ
也
、
到ヌレハ
彼ニ
長
時ニ
聞キ
法ヲ
歴
事
供
養
、
因
円カニ
果
満ス
、
道
場ノ
之
座
豈ニ
ナ
。ランヤト
ヲ
念
仏
三
昧
が
、
他
の
雑
善
よ
り
も
功
能
が
超
絶
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
五
つ
の
義
を
述
べ
る
。
こ
の
資
料
8
の
善
導
釈
文
を
見
て
も
、
や
は
り
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
へ
の
往
生
の
要
素
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
分
陀
利
華
文
を
、
法
然
も
往
生
の
文
と
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、『
般
舟
三
昧
経
』
の
文
で
あ
る
。
の
文
で
あ
る
。
か
ら
検
討
す
る
。
同
経
当
該
文
を
あ
げ
る
。
（
資
料
9
）
仏
言
。
菩
薩
於
此
間
国
土
。
念
阿
弥
陀
仏
専
念
故
得
見
之９
）
。
資
料
9
で
は
、
見
仏
を
す
る
と
は
あ
る
が
、
往
生
ま
で
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
す
る
善
導
釈
文
を
引
く
。
（
資
料
10＝
の
文
）
仏ノ
言ク
、
四
衆ヨ
、
於テ
此
間ノ
国
土ニ
念セヨ
阿
弥
陀
仏ヲ
、
専
念スルカ
故ニ
得
見ル
ヲ
之ヲ
。
善
導
釈
文
で
も
、
や
は
り
見
仏
は
説
く
が
、
往
生
ま
で
は
説
い
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
も
、
同
文
を
往
生
の
文
と
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、『
般
舟
三
昧
経
』
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
は
同
経
の
当
該
文
を
あ
げ
る
。
（
資
料
11
）
三
〇
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
如
是
行
者
。
今
世
即
得
五
百
功
徳
。
譬
如
慈
心
比
丘
終
不
中
毒
。
兵
刃
不
加
。
火
不
能
。
入
水
不
溺
不
害
。
正
使
劫
尽
焼
時
。
堕
是
火
中
火
即
為
滅
。
喩
如
大
水
滅
小
火
。
菩
薩
持
是
三
昧
者
。
若
帝
王
若
賊
若
水
火
。
若
竜
夜
叉
師
子
虎
狼
。
加
鳩
。
一
切
毒
獣
及
鬼
神
。
欲
人
欲
刹
人
。
欲
奪
人
衣
鉢
。
壊
人
禅
奪
人
念
故
。
欲
中
是
菩
薩
。
終
不
能
也
。
除
其
宿
命
不
請
。
如
我
語
無
異
也
。
仏
言
。
持
是
三
昧
者
。
終
不
痛
目
若
耳
鼻
口
身
体
。
心
終
不
憂
。
除
其
宿
命
所
作
。
仏
言
。
是
菩
薩
為
諸
天
竜
神
。
及
阿
須
輪
。
夜
叉
鬼
神
。
迦
樓
羅
鬼
神
。
陀
羅
鬼
神
。
摩
勒
鬼
神
。
若
人
非
人
。
皆
共
讃
誉
是
菩
薩
。
皆
共
擁
護
承
事
供
養
。
視
敬
仰
思
欲
相
見
。
諸
仏
世
尊
亦
然10
）
。
資
料
11
で
は
、
三
昧
す
れ
ば
、
兵
刃
や
火
災
な
ど
の
様
々
な
厄
災
か
ら
逃
れ
ら
れ
、
諸
天
な
ど
に
擁
護
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
れ
に
対
す
る
善
導
釈
文
を
以
下
に
あ
げ
る
。
（
資
料
12＝
の
文
）
仏
言ハ
、ク
若シ
人
専ラ
行スレハ
此ノ
念
弥
陀
仏
三
昧ヲ
者
、
常ニ
得
一
切ノ
諸
天
及ヒ
四
天
大
王
竜
神
八
部
随
逐
影
護シ
愛
楽
相
見ス
、ルヲ
永ク
無シト
諸ノ
悪
鬼
神
災
障
厄
難
横ニ
加ル
悩
乱ヲ
。
具ニ
如シ
護
持
品ノ
中ニ
説カ
。
専
修
念
仏
す
れ
ば
、
諸
天
な
ど
に
影
護
さ
れ
る
の
で
、
諸
悪
や
悩
乱
が
な
い
こ
と
を
説
く
。
こ
の
資
料
11
や
資
料
12
で
は
、
や
は
り
、
往
生
の
文
が
な
い
。
利
益
と
し
て
は
、
擁
護
な
ど
を
説
く
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、『
十
往
生
経
』
で
あ
る
。
同
経
の
当
該
箇
所
を
あ
げ
る
。
（
資
料
13
）
仏
告
山
海
慧
菩
薩
、
汝
今
欲
度
一
切
衆
生
、
応
当
受
持
是
経
。
仏
告
大
衆
、
於
我
滅
度
受
持
是
経
、
八
万
劫
中
広
宣
流
布
至
賢
劫
千
仏
、
使
諸
衆
生
普
得
聞
知
、
信
楽
修
行
説
者
聴
者
皆
得
往
生
阿
弥
陀
仏
国
。
若
有
如
是
等
人
、
我
従
今
日
常
使
二
十
五
菩
薩
護
持
是
人
、
常
令
是
人
無
病
無
悩
。
若
人
若
非
人
不
得
其
便
、
行
住
坐
臥
無
問
昼
夜
常
得
安
穏
。
若
有
衆
生
深
信
是
経
念
阿
弥
陀
仏
願
往
生
者
、
彼
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
、
即
遣
観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩
薩
薬
王
菩
薩
薬
上
菩
薩
普
賢
菩
薩
法
自
在
菩
薩
獅
子
吼
菩
薩
陀
羅
尼
菩
薩
虚
空
蔵
菩
薩
徳
蔵
菩
薩
宝
蔵
菩
薩
金
蔵
菩
薩
金
剛
菩
薩
山
海
慧
菩
薩
光
明
王
菩
薩
華
厳
王
菩
薩
衆
宝
王
菩
薩
月
光
王
菩
薩
日
照
王
菩
薩
三
昧
王
菩
薩
自
在
王
菩
薩
大
自
在
王
菩
薩
白
象
王
菩
薩
大
威
徳
王
菩
薩
無
辺
身
菩
薩
、
是
二
十
五
菩
薩
擁
護
行
者
、
若
行
若
住
若
坐
若
臥
若
昼
若
夜
一
切
時
一
切
処
、
不
令
悪
鬼
悪
神
得
其
便
也11
）
。
資
料
13
で
は
、
仏
滅
後
で
も
、
大
衆
は
こ
の
経
を
受
持
し
、
様
々
な
衆
生
に
こ
の
経
を
聞
き
理
解
さ
せ
、
修
行
す
れ
ば
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
で
き
る
こ
と
を
説
く
。
ま
た
、
こ
の
経
を
信
じ
て
念
仏
を
し
て
往
生
を
願
え
ば
、
二
十
五
菩
薩
の
擁
護
が
得
ら
れ
る
と
説
く
。
こ
れ
に
対
す
る
善
導
の
釈
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
資
料
14＝
の
文
）
又
如キ
十
往
生
経ニ
説カ
、
仏
告ク
山
海
慧
菩
薩
及
以ヒ
阿
難ニ
、
若シ
有テ
人
、
専ラ
念シテ
西
方ノ
阿
弥
陀
仏ヲ
願セハ
往
生ヲ
者
、
我レ
従リ
今
已
去
常ニ
使シテ
二
十
五ノ
菩
薩ヲ
影
護
行
者ヲ
、
不
令
悪
鬼
悪
神ヲ
悩
乱
行
者ヲ
、
日
夜ニ
常ニ
得シムト
安
穏ナ
。ル
ヲ
資
料
14
で
は
、
専
修
念
仏
を
し
て
往
生
を
願
え
ば
、
二
十
五
菩
薩
の
影
護
が
得
ら
れ
る
と
説
く
。
資
料
13
・
14
を
見
る
と
、
念
仏
を
す
れ
ば
、
二
十
五
菩
薩
の
擁
護
が
得
ら
れ
る
と
説
く
。
往
生
を
願
う
こ
と
を
説
く
が
、
往
生
と
い
う
果
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
資
料
13
で
は
、
修
行
な
ど
す
れ
ば
、
往
生
す
る
こ
と
を
説
く
が
、
念
仏
に
よ
る
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
法
然
は
こ
の
両
文
三
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
の
記
述
か
ら
、
専
修
念
仏
を
説
く
と
し
て
も
、（
念
仏
の
）
往
生
ま
で
は
示
さ
れ
て
な
い
の
で
、
往
生
文
の
扱
い
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、『
浄
度
三
昧
経
』『
譬
喩
経
』『
惟
無
三
昧
経
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
の
文
に
相
当
す
る
。
こ
の
で
は
、『
浄
度
三
昧
経
』
の
文
を
取
意
で
引
き
、
の
ち
に
同
様
の
意
が
、『
譬
喩
経
』『
惟
無
三
昧
経
』
に
も
存
す
る
と
す
る
。
後
半
の
二
経
は
、
名
前
を
出
す
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
二
経
は
現
存
し
な
い
経
で
あ
る
の
で
、
往
生
の
文
で
あ
る
か
ど
う
か
、
現
在
、
十
分
に
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、『
浄
度
三
昧
経
』
の
文
か
ら
検
討
し
よ
う
。
齊
藤
隆
信
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
経
に
は
、
往
生
文
の
記
述
は
な
い12
）
。
同
経
当
該
文
の
引
用
は
省
略
し
、
善
導
の
釈
文
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。
（
資
料
15＝
の
文
）
又
白ス
諸ノ
行
者ニ
、
但
欲スル
今
生
日
夜
相
続シ
、テ
専ラ
念シ
弥
陀
仏ヲ
専ラ
誦シ
弥
陀
経ヲ
称
揚
礼
讃シテ
浄
土ノ
聖
衆
荘
厳ヲ
願
生ヲ
者
、
日
別ニ
誦
経スル
十
五
遍
二
十
三
十
遍
已
上ノ
者
、
或ハ
誦スルコト
四
十
五
十
百
遍
已
上ノ
者
、
願
満テ
十
万
遍ヲ
、
又
称
揚
礼
讃シ
弥
陀
浄
土ノ
依
正
二
報
荘
厳ヲ
、
又
除テ
入ヲ
三
昧
道
場ニ
日
別ニ
念スル
弥
陀
仏ヲ
一
万シテ
畢
命
相
続スル
者
、
即チ
蒙テ
弥
陀ノ
加
念ヲ
得
除
ヲ
罪
障ヲ
、
又
蒙ル
仏ト
与
聖
衆
常ニ
来テ
護
念ス
。ル
ヲ
既ニ
蒙レハ
護
念ヲ
即
得ト
延
年
転
寿
長
命
安
楽ヲ
。
因
縁
一
一ニ
具ニ
、ハ
如シ
譬
喩
経
惟
無
三
昧
経
浄
度
三
昧
経
等ニ
説カ
。
資
料
15
で
は
、
専
修
念
仏
し
、
専
ら
阿
弥
陀
仏
の
経
を
読
誦
し
、
浄
土
の
聖
衆
や
荘
厳
を
称
揚
・
礼
讃
し
、
往
生
を
願
う
意
欲
を
も
っ
て
、
そ
れ
ら
を
修
行
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
加
念
を
受
け
、
罪
障
を
除
く
こ
と
が
で
き
、
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
と
も
に
や
っ
て
来
て
護
念
を
受
け
ら
れ
る
。
護
念
を
受
け
れ
ば
、
延
年
転
寿
長
命
の
安
楽
を
得
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、『
譬
喩
経
』・『
惟
無
三
昧
経
』・『
浄
度
三
昧
経
』
に
説
く
と
述
べ
る
。
資
料
15
の
前
の
文
章
で
は
、「
又
如キ
浄
度
三
昧
経ニ
説テ
云カ
…13
）
…
」
と
あ
り
、
そ
の
続
き
で
資
料
15
が
存
す
る
の
で
、
資
料
15
は
、『
浄
度
三
昧
経
』
の
取
意
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
既
述
の
よ
う
に
、
同
経
に
は
、
往
生
の
要
素
は
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
典
拠
の
同
経
や
、
善
導
釈
文
を
見
て
も
、
当
該
文
で
は
、
往
生
の
要
素
は
説
か
な
い
こ
と
を
結
論
付
け
て
よ
い
。
次
に
、
の
資
料
15
に
よ
れ
ば
、
他
に
『
譬
喩
経
』・『
惟
無
三
昧
経
』
も
典
拠
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
経
は
現
存
し
な
い
の
で
、
実
際
に
往
生
の
文
で
あ
る
か
ど
う
か
、
十
分
に
は
確
認
で
き
な
い14
）
。
し
か
し
、
善
導
釈
文
の
を
見
て
も
、
往
生
の
文
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二
経
も
同
様
に
、
往
生
の
文
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
こ
れ
ら
二
経
の
当
該
文
が
往
生
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
善
導
釈
文
に
お
い
て
は
、
往
生
の
文
で
は
な
い
の
で
、
法
然
の
善
導
に
依
る
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
善
導
釈
文
に
依
っ
て
、
往
生
の
文
と
判
断
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
の
文
で
も
、
往
生
の
文
と
は
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、『
文
殊
般
若
経
』
専
称
名
字
文
で
あ
る
。
そ
の
善
導
釈
文
で
は
、
該
当
箇
所
が
二
箇
所
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
と
の
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
典
拠
と
な
る
同
経
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
文
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
別
々
に
表
現
し
た
の
が
、
と
の
文
で
あ
る
ま
ず
は
か
ら
検
討
し
よ
う
。
同
経
の
当
該
文
を
引
用
す
る
。
（
資
料
16
）
文
殊
師
利
言
。
世
尊
。
云
何
名
一
行
三
昧
。
仏
言
。
法
界
一
相
。
繫
縁
法
界
是
名
一
行
三
昧
。
若
善
男
子
善
女
人
。
欲
入
一
行
三
昧
。
当
先
聞
般
若
波
羅
蜜
如
説
修
学
然
後
能
入
一
行
三
昧
。
如
法
界
縁
不
退
不
壊
。
不
思
議
無
碍
無
三
二
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
相
。
善
男
子
善
女
人
欲
入
一
行
三
昧
。
応
処
空
閑
捨
諸
乱
意
。
不
取
相
貌
繫
心
一
仏
専
称
名
字
。
随
仏
方
所
端
身
正
向
。
能
於
一
仏
念
念
相
続
。
即
是
念
中
能
見
過
去
未
来
現
在
諸
仏15
）
。
資
料
16
で
は
、
修
学
を
し
、
一
行
三
昧
に
入
れ
ば
、
不
退
・
不
壊
と
な
り
、
不
思
議
無
碍
無
相
と
な
る
。
様
々
な
乱
意
を
捨
て
、
相
貌
を
取
ら
ず
、
一
仏
を
専
称
名
字
す
れ
ば
、
諸
仏
を
見
る
こ
と
を
説
く
。
こ
れ
に
対
す
る
の
善
導
釈
文
を
見
る
。
（
資
料
17＝
の
文
）
又
如キ
文
殊
波
若
経ニ
云カ
、
文
殊
白テ
仏ニ
言ク
、
云
何ヲカ
名クル
一
行
三
昧ト
。
仏ノ
言ク
、
若シ
男
子
女
人
在テ
空
閑ノ
処ニ
捨テ
諸ノ
乱
意ヲ
随テ
仏ノ
方
所ニ
端
身
正
向シテ
不
取ラ
相
貌ヲ
専ラ
称シテ
仏
名ヲ
念
無レハ
休
息ス
、ル
即チ
於テ
念ノ
中ニ
能ク
見
ル
過
現
未
来
三
世ノ
諸
仏ヲ
。
又
以テ
此ノ
経ヲ
証スルニ
即チ
是レ
諸
仏
同
体
大
悲
念
力
加
備シテ
令ム
見
。ヲ
資
料
17
で
は
、
や
は
り
、
休
む
こ
と
な
く
様
々
な
乱
意
を
捨
て
、
専
修
念
仏
す
れ
ば
、
諸
仏
を
見
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
資
料
16
・
17
を
見
る
と
、
往
生
の
文
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
も
こ
れ
ら
の
文
を
、
往
生
の
文
と
見
な
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
同
経
の
の
文
を
検
討
す
る
。
善
導
の
釈
文
を
以
下
に
引
用
す
る
。
（
資
料
18＝
の
文
）
又
如
文
殊
般
若ニ
云カ
、
明シテ
一
行
三
昧ヲ
唯
勧ム
、
独リ
処
空
閑ニ
捨テ
諸ノ
乱
意ヲ
係テ
心ヲ
一
仏ニ
不
観セ
相
貌ヲ
専ラ
称スレハ
名
字ヲ
、
即チ
於テ
念ノ
中ニ
得ト
見ル
ヲ
彼ノ
阿
弥
陀
仏
及ヒ
一
切ノ
仏
等ヲ
。
資
料
18
で
は
、
様
々
な
乱
意
を
捨
て
、
相
貌
を
観
ぜ
ず
、
専
修
念
仏
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
や
全
て
の
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
こ
の
資
料
18
で
も
、
や
は
り
、
往
生
の
文
と
な
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
法
然
も
往
生
の
文
と
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
分
陀
利
華
文
釈
（
⑧
⑨
）・『
般
舟
三
昧
経
』
文
釈
（
）・『
十
往
生
経
』
文
釈
（
）・『
浄
度
三
昧
経
』
文
釈
・『
譬
喩
経
』
文
釈
・『
惟
無
三
昧
経
』
文
釈
（
）・『
文
殊
般
若
経
』
専
称
名
字
文
釈
（
）
を
検
討
し
た
。
い
ず
れ
も
、
専
修
念
仏
を
説
く
が
、
往
生
の
文
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
文
を
、
法
然
は
八
種
義
か
ら
除
外
し
た
と
考
え
る16
）
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
文
が
、
八
種
義
に
入
っ
て
い
な
い
問
題
を
解
決
で
き
る
。
本
節
で
は
、
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
第
一
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
当
該
文
が
、
な
ぜ
八
種
義
に
は
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
三
点
ほ
ど
指
摘
し
た
。
第
一
に
、
念
仏
と
諸
行
の
候
補
の
場
が
な
く
、
念
仏
往
生
が
諸
行
往
生
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
に
際
し
、
公
平
性
が
保
て
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
第
二
に
、
本
節
で
扱
う
一
部
の
文
で
は
、
一
見
専
修
念
仏
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
よ
く
検
討
し
て
み
る
と
、
法
然
の
主
張
す
る
専
修
念
仏
と
は
異
な
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
第
三
に
、
往
生
の
文
で
は
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
の
問
題
の
う
ち
、『
観
経
』
定
散
二
善
文
釈
（
③
）
の
場
合
は
、
同
文
と
は
、
摂
取
文
・
化
讃
文
の
こ
と
で
あ
り
、
八
種
義
に
実
際
に
は
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
問
題
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
諸
点
に
よ
り
、
第
一
の
問
題
を
解
決
で
き
た
。
次
節
で
は
、
第
二
の
問
題
で
あ
る
。
三
三
佛
教
大
学
仏
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部
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八
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四
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）
第
三
節
第
二
の
問
題
本
節
で
は
、
第
二
の
問
題
を
議
論
す
る
。
第
二
の
問
題
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
の
問
題
八
種
義
要
文
に
は
、
無
上
功
徳
文
や
特
留
此
経
文
が
存
す
る
が
、
上
記
経
文
に
対
す
る
善
導
の
専
修
念
仏
釈
文
の
該
当
箇
所
で
収
集
し
た
も
の
に
は
、
そ
れ
ら
が
な
い
。
右
記
の
よ
う
に
、
八
種
義
に
は
、『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
や
同
経
特
留
此
経
文
が
存
す
る
が
、
上
記
で
収
集
し
た
善
導
釈
文
の
中
に
は
、
同
文
は
存
し
な
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
。
無
上
功
徳
文
と
特
留
此
経
文
に
対
す
る
善
導
釈
文
に
は
専
修
念
仏
の
表
記
は
な
い
が
、
単
に
念
仏
の
表
記
な
ら
ば
、
一
応
存
す
る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
、『
往
生
礼
讃
』
の
文
で
あ
る
。
ま
ず
無
上
功
徳
文
釈
で
は
、
（
資
料
19
）
其レ
有テ
得
聞
ヲ
彼ノ
弥
陀
仏ノ
名
号ヲ
歓
喜
至ルマテ
一
念ニ
皆
当ニ
得
生
ヲ
彼ニ
17
）
と
あ
る
。
次
に
、
特
留
此
経
文
釈
で
あ
る
。
（
資
料
20
）
万
年ニ
三
宝
滅スレ
此
経
住スル
百
年ナラン
爾ノ
時ニ
聞テ
一
念センモ
皆
当
得
生
彼ニ
18
）
確
か
に
こ
れ
ら
釈
文
で
は
、
念
仏
の
表
記
が
あ
る
だ
け
で
、
専
修
念
仏
ま
で
の
表
記
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
の
両
文
の
念
仏
は
、
実
際
は
専
修
念
仏
を
意
味
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
を
以
下
で
示
す
が
、
そ
れ
に
は
、
両
文
を
記
す
『
往
生
礼
讃
』
の
構
成
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
書
の
構
成
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
き
く
四
つ
に
区
分
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
前
序
と
礼
讃
と
懺
悔
発
願
と
後
序
で
あ
る
。
同
書
前
序
で
は
、
（
資
料
21
）
問
曰
、
今
欲
勧テ
人ヲ
往
生
者
、
未タ
知
、
若
為ンカ
安
心シ
起
行シ
作
業
定テ
得ル
往
生スル
ヲ
彼ノ
国
土ニ
也19
）
。
と
、
往
生
を
人
に
勧
め
る
に
、
ど
の
よ
う
に
安
心
・
起
行
・
作
業
し
て
往
生
で
き
る
の
か
、
と
問
い
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
礼
讃
す
る
時
の
安
心
・
起
行
・
作
業
を
問
う
て
い
る
と
理
解
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
前
序
は
、
同
書
構
成
上
、
の
ち
に
説
く
礼
讃
と
無
関
係
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
こ
の
前
序
は
、
後
説
の
礼
讃
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
礼
讃
の
時
に
ど
の
よ
う
に
安
心
・
起
行
・
作
業
し
た
ら
よ
い
の
か
を
問
う
て
い
る
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
の
前
序
の
問
い
に
対
す
る
解
答
と
し
て
、
資
料
21
以
下
の
文
で
は
、
三
心
・
五
念
門
・
四
修
な
ど
を
説
き
、
更
に
称
名
念
仏
も
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
安
心
・
起
行
・
作
業
の
内
容
と
は
、
こ
れ
ら
三
心
・
五
念
門
・
四
修
・
称
名
念
仏
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
称
名
念
仏
は
、
専
修
念
仏
の
は
ず
で
あ
る
。
同
書
の
十
即
十
生
の
文
で
は
、
（
資
料
22
）
若シ
能ク
如ク
上ノ
念
念
相
続シ
畢
命ヲ
為ス
期ト
者ハ
、
十ハ
即チ
十
生シ
百ハ
即チ
百
生ス
。
何ヲ
以ノ
故ニ
、
無ク
外ノ
雑
縁
得ルカ
正
念ヲ
故ニ
、
与
仏ノ
本
願
得ルカ
相
応スル
ヲ
故ニ
、
不ルカ
違セ
教ニ
故ニ
、
随
順スルカ
仏
語ニ
故ナ
。リ
若シ
欲スル
捨テヽ
専ヲ
修セント
雑
業ヲ
者
、
百ノ
時
希ニ
得
一
二ヲ
千
時
希
得
三
五ヲ
。20
）
と
、
称
名
念
仏
と
は
、
専
修
念
仏
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
四
修
の
う
ち
の
無
余
修
が
効
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
同
書
の
称
名
念
仏
と
は
、
三
四
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
三
心
・
四
修
を
具
え
て
の
称
名
念
仏
な
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
あ
げ
た
資
料
19
・
20
の
無
上
功
徳
文
釈
・
特
留
此
経
文
釈
は
、
礼
讃
の
部
分
で
あ
る
。
礼
讃
の
部
分
は
、
前
序
を
前
提
と
す
る
と
先
に
述
べ
た
。
故
に
、
こ
れ
ら
釈
文
の
念
仏
と
は
、
単
な
る
念
仏
で
は
な
く
、
前
序
の
内
容
か
ら
専
修
念
仏
の
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
無
上
功
徳
文
釈
・
特
留
此
経
文
釈
も
、
法
然
は
専
修
念
仏
の
文
と
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
文
は
表
記
上
、
単
な
る
念
仏
に
な
っ
て
い
る
が
、
意
味
上
で
は
、
専
修
念
仏
な
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
両
文
が
八
種
義
に
含
ま
れ
て
も
、
何
ら
問
題
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
念
の
た
め
の
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。
右
記
の
私
見
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、『
往
生
礼
讃
』
の
礼
讃
の
部
分
の
念
仏
は
全
て
専
修
念
仏
と
な
る
。
同
書
礼
讃
の
他
の
念
仏
文
も
一
応
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
も
し
か
す
る
と
、
八
種
義
要
文
以
外
の
経
釈
文
の
称
名
念
仏
文
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
稿
に
と
っ
て
新
た
な
問
題
が
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
同
書
の
礼
讃
部
分
の
念
仏
の
箇
所
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
『
往
生
礼
讃
』
の
礼
讃
に
お
け
る
経
釈
の
称
名
念
仏
文
一
覧
◇
『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
釈
（『
浄
全
』
第
四
巻
三
六
二
頁
上
）
◇
『
無
量
寿
経
』
特
留
此
経
文
釈
（『
浄
全
』
第
四
巻
三
六
二
頁
下
）
◇
『
観
経
』
摂
取
文
釈
（『
浄
全
』
第
四
巻
三
七
二
頁
上
）
◇
『
阿
弥
陀
経
』
証
誠
文
釈
（＝
）
◇
『
観
経
』
化
讃
文
釈
（＝
）
こ
の
一
覧
に
あ
げ
た
釈
文
は
、
い
ず
れ
も
八
種
義
要
文
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
繫
念
は
払
拭
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
の
礼
讃
部
分
の
経
釈
の
称
名
念
仏
文
も
専
修
念
仏
で
あ
る
の
で
、
も
し
八
種
義
要
文
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
、
本
稿
に
と
っ
て
新
た
な
問
題
が
浮
上
す
る
。
し
か
し
検
索
し
た
結
果
、
八
種
義
要
文
以
外
の
経
釈
の
称
名
念
仏
は
こ
こ
に
は
存
し
な
い
の
で
、
新
た
な
問
題
は
発
生
し
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
第
二
の
問
題
も
解
決
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
同
問
題
で
は
、
無
上
功
徳
文
・
特
留
此
経
文
は
八
種
義
に
は
あ
る
が
、
上
記
の
収
集
し
た
善
導
釈
文
に
は
存
し
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
解
答
は
、
上
記
収
集
し
た
も
の
に
は
な
い
が
、
実
際
は
、
両
文
の
『
往
生
礼
讃
』
釈
文
は
、
専
修
念
仏
を
意
味
す
る
の
で
、
第
二
の
問
題
は
解
消
す
る
の
で
あ
る
。
第
四
節
第
三
の
問
題
冒
頭
で
は
、
八
種
義
要
文
の
選
定
を
善
導
の
釈
文
か
ら
法
然
は
選
ん
だ
、
と
直
感
的
予
想
を
立
て
て
み
た
。
た
だ
し
、
そ
の
直
感
的
予
想
を
是
と
す
る
な
ら
ば
、
第
一
の
問
題
第
二
の
問
題
の
二
つ
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
第
二
節
・
第
三
節
で
は
、
こ
の
二
つ
の
問
題
を
解
決
し
た
。
こ
れ
で
、
冒
頭
の
直
感
的
予
想
、
す
な
わ
ち
、
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
仮
説
）
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
の
要
文
は
、
善
導
の
釈
文
か
ら
選
定
し
た
。
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
直
感
的
予
想
の
仮
説
に
、
上
記
で
議
論
し
た
内
容
を
付
加
し
て
、
ま
と
め
て
み
る
。
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
結
論
）
Ａ
善
導
の
専
修
念
仏
の
文
で
あ
る
。
三
五
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
Ｂ
そ
の
念
仏
要
文
は
善
導
の
経
釈
で
あ
る
。
Ｃ
そ
の
念
仏
要
文
は
往
生
文
で
あ
る
。
Ｄ
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
想
定
で
き
る
。
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
は
、
ま
と
め
る
と
、
以
上
の
Ａ
〜
Ｄ
の
四
点
に
要
約
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
う
ち
の
Ｄ
の
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
の
提
示
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
候
補
の
場
が
な
い
と
、
公
平
性
が
確
保
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｂ
と
Ｃ
に
つ
い
て
の
必
要
性
に
つ
い
て
以
下
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
、
Ａ
の
よ
う
に
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
文
が
根
拠
で
あ
る
の
か
や
、
Ｂ
の
よ
う
に
、
な
ぜ
善
導
の
経
釈
で
あ
る
の
か
や
、
Ｃ
の
よ
う
に
、
往
生
文
で
あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
、
第
三
の
問
題
と
し
て
、
以
下
に
改
め
て
掲
げ
よ
う
。
第
三
の
問
題
八
種
義
要
文
は
、
な
ぜ
善
導
の
釈
文
で
、
専
修
念
仏
の
文
で
、
経
文
解
釈
で
、
往
生
文
な
の
か
。
ま
ず
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
文
が
根
拠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
に
考
え
よ
う
。
善
導
教
学
で
は
、
正
定
之
業
の
文
な
ど
で
、
諸
行
よ
り
も
専
修
念
仏
を
中
心
的
な
行
と
し
て
主
張
す
る
。
よ
っ
て
、
善
導
教
学
に
お
い
て
、
専
修
念
仏
の
文
は
、
中
心
的
な
行
で
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
勝
れ
た
行
と
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
経
釈
文
の
中
に
、
念
仏
の
み
が
何
ら
か
の
意
味
で
勝
れ
た
行
で
あ
る
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
、
と
法
然
は
予
想
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
経
文
自
体
で
は
、
単
に
念
仏
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
善
導
は
専
修
念
仏
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
経
文
が
、
専
修
念
仏
と
い
え
る
根
拠
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
予
想
せ
し
め
る
。
つ
ま
り
、
諸
行
よ
り
も
念
仏
の
み
が
勝
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
念
仏
の
経
文
を
、
専
修
念
仏
と
表
現
で
き
る
の
で
は
、
と
法
然
は
予
想
し
た
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
資
料
1
の
文
で
は
、
念
仏
往
生
の
ほ
う
が
、
諸
行
往
生
よ
り
も
勝
れ
た
点
が
あ
る
と
し
て
、
八
種
義
を
あ
げ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
八
種
義
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
法
然
に
と
っ
て
、
善
導
が
専
修
念
仏
（
勝
れ
た
行
）
と
す
る
経
文
は
、
有
力
な
証
拠
文
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
善
導
が
専
修
念
仏
と
す
る
経
文
を
根
拠
と
し
て
八
種
義
に
お
い
て
取
り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
料
1
で
は
、「
然ハ
欲
遠クハ
随ヒ
弥
陀ノ
本
願ニ
近クハ
禀ウケント
釈
尊ノ
付
属ヲ
者ノ
、ハ
一
向ニ
修
念
仏ノ
行ヲ
可
求
往
生ヲ
也
。」
と
、
本
願
や
付
属
に
従
う
者
は
、
一
向
念
仏
を
修
し
て
、
往
生
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
説
く
。
上
述
の
よ
う
に
八
種
義
に
お
い
て
、
専
修
念
仏
が
勝
れ
た
行
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
右
記
の
資
料
1
の
文
で
、
一
向
念
仏
を
修
行
す
る
こ
と
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
往
生
文
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。
八
種
義
で
は
、
念
仏
往﹅
生﹅
と
諸
行
往﹅
生﹅
を
比
較
す
る
。
つ
ま
り
、
八
種
義
で
は
、
往
生
行
を
前
提
と
し
て
、
念
仏
と
諸
行
を
比
較
す
る
。
往
生
行
を
前
提
と
す
る
の
は
、
法
然
の
教
え
に
と
っ
て
、
第
一
の
目
的
で
あ
る
往
生
に
つ
い
て
、
念
仏
と
諸
行
と
ど
ち
ら
が
勝
れ
て
い
る
か
を
明
示
し
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
前
提
が
往
生
と
は
異
な
る
利
益
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
法
然
の
教
え
に
と
っ
て
は
副
次
的
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
た
と
え
念
仏
が
勝
れ
て
い
る
と
い
え
た
と
し
て
も
、
副
次
的
な
念
仏
主
張
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
一
次
的
な
往
生
行
が
前
提
で
、
念
仏
の
み
主
張
で
き
れ
ば
、
一
次
的
な
三
六
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
念
仏
主
張
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
八
種
義
で
は
、
往
生
行
を
前
提
、
つ
ま
り
、
往
生
文
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
八
種
義
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
然ハ
欲
遠クハ
随ヒ
弥
陀ノ
本
願ニ
近クハ
禀ウケント
釈
尊ノ
付
属ヲ
者ノ
、ハ
一
向ニ
修
念
仏ノ
行ヲ
可
求
往
生ヲ
也
。」
の
内
容
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
記
の
文
に
は
往
生
の
要
素
が
含
ま
れ
る
の
で
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
べ
く
、
八
種
義
で
も
、
往
生
の
文
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
経
文
解
釈
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。
法
然
は
、
こ
の
資
料
1
で
、「
一
向
修
念
仏
行
」、
つ
ま
り
専
修
念
仏
と
近
似
し
た
文
の
関
連
と
し
て
、
八
種
義
を
あ
げ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
八
種
義
は
、
一
向
念
仏
を
修
行
す
る
こ
と
の
立
証
・
補
強
の
た
め
、
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
故
に
、
八
種
義
は
い
ず
れ
も
一
向
念
仏
に
近
似
し
た
専
修
念
仏
の
文
で
あ
る
の
だ
が
、
も
し
こ
の
時
、
経
釈
で
は
な
く
、
善
導
の
地
の
文
の
専
修
念
仏
の
文
を
八
種
義
に
用
い
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
一
向
修
念
仏
行
」
の
立
証
・
補
強
の
内
容
が
、
善
導
の
地
の
文
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
十
分
な
立
証
と
は
い
い
づ
ら
い
。
資
料
1
の
「
然ハ
欲
遠クハ
随ヒ
弥
陀ノ
本
願ニ
近クハ
禀ウケント
釈
尊ノ
付
属ヲ
者ノ
、ハ
一
向ニ
修
念
仏ノ
行ヲ
可
求
往
生ヲ
也
。」
の
内
容
は
、
元
々
善
導
の
付
属
釈
文
か
ら
導
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
善
導
付
属
釈
文
か
ら
導
出
し
た
内
容
の
立
証
の
た
め
、
他
の
善
導
の
地
の
文
で
立
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、〞
善
導
が
一
向
念
仏
を
勧
め
る
の
は
、
善
導
が
一
向
念
仏
を
勧
め
る
か
ら
で
あ
る
。〝
と
い
う
よ
う
な
、
無
内
容
な
立
証
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
べ
く
、
善
導
付
属
釈
文
か
ら
導
出
し
た
「
一
向
修
念
仏
行
」
を
、
別
の
要
文
に
よ
り
立
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
要
文
が
、
経
文
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
文
か
ら
、
専
修
念
仏
を
導
出
で
き
れ
ば
、
仏
が
専
修
念
仏
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
な
ら
ば
、「
一
向
修
念
仏
行
」
の
立
証
と
し
て
、
申
し
分
な
い
。
故
に
、
立
証
の
要
素
で
あ
る
八
種
義
要
文
は
、
経
文
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
状
況
は
、
一
見
、〞
善
導
の
専
修
念
仏
の
根
拠
は
、
善
導
の
経
釈
で
あ
る
。〝
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
、
前
述
の
問
題
と
同
様
、
善
導
の
専
修
念
仏
を
、
善
導
の
文
に
よ
り
立
証
し
て
い
る
と
い
う
、
無
内
容
な
立
証
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
資
料
1
で
は
、
善
導
の
経
釈
の
経
文
の
箇
所
を
用
い
る
が
、
善
導
の
文
そ
の
も
の
を
引
用
し
て
、
立
証
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
善
導
が
取
り
あ
げ
た
経
文
を
、
法
然
な
り
に
立
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
料
1
で
は
、〞
善
導
の
専
修
念
仏
を
、（
善
導
が
指
摘
す
る
）
経
文
に
よ
り
法
然
が
立
証
し
て
い
る
。〝
と
な
っ
て
お
り
、
十
分
、
意
味
あ
る
立
証
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
上
記
の
よ
う
に
繫
念
す
る
必
要
は
な
い21
）
。
次
に
、
善
導
釈
文
で
あ
る
理
由
で
あ
る
。『
逆
修
説
法
』
が
、
善
導
教
学
を
前
提
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
三
部
経
の
諸
要
文
を
解
釈
す
る
に
も
、
善
導
の
釈
文
が
意
識
さ
れ
て
い
る
し
、
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
全
体
が
、
善
導
教
学
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。
資
料
1
で
も
、
一
向
念
仏
を
修
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
、
善
導
教
学
の
前
提
が
効
い
て
、
八
種
義
で
も
善
導
の
文
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
先
ほ
ど
の
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
結
論
）
の
Ａ
・
Ｂ
を
併
せ
る
と
、〞
善
導
の
専
修
念
仏
の
経
釈
が
根
拠
で
あ
る
。〝
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
善
導
の
一
向
念
仏
の
内
容
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
専
修
念
仏
の
条
件
が
含
ま
れ
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。
三
七
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
ま
た
、
経
釈
で
あ
る
の
も
、
善
導
の
一
向
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
善
導
の
地
の
文
を
用
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
仏
説
で
あ
る
経
文
を
根
拠
に
す
れ
ば
、
十
分
、
立
証
と
い
い
う
る
。
ま
た
、
Ｃ
で
は
、〞
そ
の
念
仏
要
文
は
往
生
文
で
あ
る
。〝
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
善
導
の
一
向
念
仏
に
よ
り
往
生
す
る
旨
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
い
え
る
。
単
な
る
専
修
念
仏
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
ま
で
を
も
示
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
ま
た
、
Ｄ
で
は
、〞
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。〝
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
向
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
Ｄ
の
内
容
は
、
や
は
り
、
一
向
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
八
種
義
で
は
、
往
生
行
を
前
提
と
し
て
、
念
仏
を
主
張
し
、
余
行
を
主
張
し
て
い
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
確
認
し
て
み
よ
う
。
第
一
の
因
位
本
願
で
は
、
往
生
行
と
い
う
要
素
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
念
仏
を
本
願
と
し
て
主
張
し
て
い
る
。
第
二
の
光
明
摂
取
で
も
、
摂
取
、
す
な
わ
ち
、
往
生
さ
せ
る
こ
と
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
念
仏
者
を
摂
取
し
、
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
。
第
三
に
阿
弥
陀
仏
自
言
で
も
、
往
生
行
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
念
仏
を
勧
め
主
張
し
て
い
る
。
第
四
に
釈
迦
付
属
で
も
、
付
属
・
流
通
、
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
往
生
行
を
付
属
・
流
通
す
る
こ
と
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
念
仏
を
付
属
・
流
通
し
て
主
張
す
る
。
第
五
に
諸
仏
証
誠
で
も
、
証
誠
、
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
往
生
行
を
証
誠
す
る
こ
と
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
念
仏
を
証
誠
し
主
張
す
る
。
第
六
に
法
滅
往
生
で
も
、
法
滅
に
往
生
す
る
こ
と
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
そ
れ
は
念
仏
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
第
七
に
『
観
経
』
下
品
上
生
文
で
も
、
何
ら
か
の
往
生
行
を
讃
嘆
す
る
こ
と
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
念
仏
を
讃
嘆
し
主
張
す
る
。
第
八
に
『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
で
も
、
無
上
功
徳
、
つ
ま
り
往
生
す
る
功
徳
を
先
に
決
め
て
固
定
し
、
結
果
、
念
仏
を
讃
嘆
し
主
張
す
る
。
こ
の
構
造
は
、
一
向
念
仏
の
立
証
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
往
生
行
の
う
ち
、
諸
行
で
は
な
く
、
念
仏
の
み
の
主
張
と
い
う
状
況
は
、
（
資
料
23
）
衆
生
の
往
生
行
な
ら
ば
、
念
仏
の
み
で
あ
る
。
と
い
う
内
容
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
23
な
ら
ば
、
こ
の
衆
生
が
修
す
も
の
は
、
一
向
念
仏
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
八
種
義
は
、
一
向
念
仏
を
暗
に
立
証
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
時
、
Ｄ
の
内
容
の
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
な
い
と
、
右
記
の
資
料
23
は
導
出
し
づ
ら
い
。
と
い
う
の
も
、
も
し
そ
の
要
文
で
両
者
の
候
補
の
場
が
全
く
な
く
、
念
仏
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、〞
当
該
の
要
文
で
は
、
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
が
、
実
は
余
行
も
有
力
な
行
な
の
だ
が
、
当
該
文
で
は
恣
意
的
に
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
。〝
と
い
う
批
判
の
可
能
性
を
残
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
八
種
義
の
よ
う
に
、
念
仏
と
余
行
の
公
平
な
候
補
の
場
が
あ
る
な
ら
ば
、
右
記
の
よ
う
な
批
判
の
可
能
性
は
な
い
。
故
に
、
一
向
念
仏
を
導
出
す
る
際
、
Ｄ
の
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
、
八
種
義
は
、
善
導
の
一
向
念
仏
を
法
然
が
立
証
す
る
も
の
、
と
い
う
視
点
を
確
認
で
き
れ
ば
、
上
記
Ａ
〜
Ｄ
に
つ
い
て
、
少
し
異
な
る
眺
望
が
開
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
結
論
）
は
、
後
人
が
、『
逆
修
説
法
』
当
該
文
を
読
ん
で
判
断
す
る
八
種
義
選
定
の
条
件
と
す
る
な
ら
ば
、
八
種
義
を
一
向
念
仏
の
立
証
と
す
る
と
三
八
『
逆
修
説
法
』
第
二
七
日
に
お
け
る
八
種
義
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
い
う
内
容
は
、
法
然
の
直
接
的
に
意
図
す
る
八
種
義
成
立
の
意
図
・
基
準
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
。
前
者
を
結
論
1
と
し
て
改
め
て
掲
げ
、
後
者
を
結
論
2
と
し
て
、
以
下
に
ま
と
め
よ
う
。
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
結
論
1
）
Ａ
善
導
の
専
修
念
仏
の
文
で
あ
る
。
Ｂ
そ
の
念
仏
要
文
は
善
導
の
経
釈
で
あ
る
。
Ｃ
そ
の
念
仏
要
文
は
往
生
文
で
あ
る
。
Ｄ
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
想
定
で
き
る
。
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
成
立
の
意
図
・
基
準
（
結
論
2
）
法
然
は
、
善
導
の
文
が
起
源
の
一
向
念
仏
往
生
を
立
証
す
る
た
め
、
八
種
義
を
導
入
し
た
。『
逆
修
説
法
』
で
は
、
善
導
教
学
を
前
提
と
す
る
た
め
、
八
種
義
は
善
導
の
文
を
参
考
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
十
分
な
立
証
の
た
め
、
善
導
の
地
の
文
で
は
な
く
、
仏
説
で
あ
る
経
文
の
中
か
ら
選
定
し
た
。
ま
た
、
立
証
す
べ
き
も
の
に
、
往
生
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の
経
文
は
往
生
文
の
中
か
ら
選
定
し
た
。
更
に
、
立
証
対
象
の
一
向
念
仏
の
証
明
の
た
め
、
念
仏
と
余
行
と
の
公
平
な
候
補
の
場
を
確
保
で
き
、
か
つ
、
念
仏
の
み
を
主
張
し
う
る
経
文
か
ら
選
定
し
た
。
お
わ
り
に
本
稿
に
お
け
る
根
本
的
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
八
種
義
を
、
法
然
は
選
定
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
仮
説
と
し
て
、
直
感
的
予
想
を
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
仮
説
）
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
の
要
文
は
、
善
導
の
釈
文
か
ら
選
定
し
た
。
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
八
種
義
は
、
専
修
念
仏
に
関
す
る
要
素
で
あ
り
、
八
種
義
要
文
い
ず
れ
も
経
文
な
の
で
、
善
導
の
経
釈
の
専
修
念
仏
の
文
を
収
集
し
て
み
た
。
し
か
し
、
収
集
し
た
結
果
、
二
つ
の
問
題
が
浮
上
し
た
。
そ
れ
が
、
第
一
の
問
題
第
二
の
問
題
で
あ
っ
た
。
直
感
的
予
想
の
仮
説
が
妥
当
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
果
、
上
記
の
よ
う
に
、
二
つ
の
問
題
を
解
決
し
、
左
記
の
よ
う
な
結
論
1
を
得
た
。
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
要
文
選
定
の
条
件
（
結
論
1
）
Ａ
善
導
の
専
修
念
仏
の
文
で
あ
る
。
Ｂ
そ
の
念
仏
要
文
は
善
導
の
経
釈
で
あ
る
。
Ｃ
そ
の
念
仏
要
文
は
往
生
文
で
あ
る
。
Ｄ
念
仏
と
余
行
と
の
候
補
の
場
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
な
ぜ
そ
も
そ
も
、
善
導
の
釈
で
、
専
修
念
仏
の
文
で
、
経
文
で
、
往
生
文
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
新
た
に
お
こ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
本
稿
の
内
容
を
ま
と
め
て
、
も
う
一
つ
の
以
下
の
結
論
2
を
提
示
し
た
。
『
逆
修
説
法
』
八
種
義
成
立
の
意
図
・
基
準
（
結
論
2
）
法
然
は
、
善
導
の
文
が
起
源
の
一
向
念
仏
往
生
を
立
証
す
る
た
め
、
八
種
義
を
導
入
し
た
。『
逆
修
説
法
』
で
は
、
善
導
教
学
を
前
提
と
す
る
た
め
、
八
種
義
は
善
導
の
文
を
参
考
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
十
分
な
立
証
の
た
め
、
善
導
の
地
の
文
で
は
な
く
、
仏
説
で
あ
る
経
文
の
中
か
ら
選
定
し
た
。
ま
た
、
立
証
す
べ
き
も
の
に
、
往
生
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の
経
文
三
九
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
は
往
生
文
の
中
か
ら
選
定
し
た
。
更
に
、
立
証
対
象
の
一
向
念
仏
の
証
明
の
た
め
、
念
仏
と
余
行
と
の
公
平
な
候
補
の
場
を
確
保
で
き
、
か
つ
、
念
仏
の
み
を
主
張
し
う
る
経
文
か
ら
選
定
し
た
。
結
論
1
は
、
後
人
が
、『
逆
修
説
法
』
当
該
文
を
分
析
し
た
、
外
面
上
の
内
容
と
い
え
る
。
一
方
、
結
論
2
は
、
法
然
の
八
種
義
を
説
く
内
面
的
意
図
を
直
接
的
に
記
述
し
た
内
容
で
あ
る
。
前
者
は
、
本
稿
の
根
本
的
問
題
、
す
な
わ
ち
、
外
面
上
、
法
然
は
、
ど
の
よ
う
に
八
種
義
要
文
を
選
定
し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
応
し
た
解
答
と
い
え
る
。
後
者
は
、
そ
れ
か
ら
少
し
角
度
を
変
え
、
法
然
の
そ
も
そ
も
の
八
種
義
で
意
図
す
る
内
面
的
な
内
容
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
内
容
を
結
論
と
し
た
い22
）
。
〔
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献
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。
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れ
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。
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燈
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〜
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右
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れ
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取
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。
14
）た
だ
し
、
齊
藤
氏
前
掲
論
文
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
道
綽
『
安
楽
集
』（『
浄
全
』
第
一
巻
六
九
八
頁
）
に
同
二
経
の
引
用
文
が
存
す
る
。
そ
の
『
安
楽
集
』
の
引
用
文
で
も
、
や
は
り
、
往
生
文
と
な
っ
て
い
な
い
。
15
）『
大
正
蔵
』
第
八
巻
七
三
一
頁
上
〜
中
。
16
）こ
の
よ
う
に
、
本
項
で
扱
う
善
導
釈
文
は
、
往
生
文
で
な
い
と
い
う
が
、
善
導
の
専
修
念
仏
は
、
往
生
で
き
る
は
ず
な
の
で
、
往
生
の
明
記
が
な
く
て
も
、
往
生
の
意
味
は
含
ん
で
お
り
、
往
生
文
と
い
え
る
の
で
は
、
と
い
う
批
判
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
八
種
義
で
は
、
念
仏
往
生
が
諸
行
往
生
よ
り
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
項
で
扱
う
善
導
釈
文
で
は
、
念
仏
と
諸
行
と
の
候
補
の
場
を
想
定
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
、
往
生
以
外
の
功
徳
で
念
仏
が
勝
れ
て
い
る
な
ど
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
論
理
的
に
、
往
生
行
で
念
仏
と
諸
行
と
の
勝
劣
が
つ
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
往
生
行
に
お
い
て
、
念
仏
が
勝
れ
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
八
種
義
に
は
含
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。
17
）『
浄
全
』
第
四
巻
三
六
二
頁
上
。
18
）『
浄
全
』
第
四
巻
三
六
二
頁
下
。
19
）『
浄
全
』
第
四
巻
三
五
四
頁
下
。
20
）『
浄
全
』
第
四
巻
三
五
六
頁
下
。
21
）ま
た
、
善
導
の
地
の
文
よ
り
も
経
文
の
ほ
う
が
、
立
証
と
し
て
は
よ
り
効
果
的
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
一
般
的
に
仏
教
に
お
い
て
、
人
師
の
説
よ
り
も
仏
説
の
ほ
う
が
、
よ
り
証
拠
と
し
て
客
観
的
で
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
人
師
の
説
は
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
一
見
解
で
あ
る
が
、
経
文
の
説
は
、
仏
教
徒
な
ら
ば
、
共
通
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
客
観
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
人
師
の
説
よ
り
も
経
文
の
説
の
ほ
う
が
、
よ
り
客
観
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
前
述
の
指
摘
と
併
せ
て
、
こ
こ
で
は
善
導
の
地
の
文
よ
り
も
、
経
文
の
ほ
う
を
証
拠
文
と
し
て
あ
げ
る
の
で
あ
ろ
う
。
22
）藤
堂
恭
俊
氏
は
、
前
掲
論
文
の
中
で
、
な
ぜ
、
三
部
経
以
外
の
『
般
舟
三
昧
経
』
我
名
の
文
が
、
八
種
選
択
に
あ
る
の
か
、
問
題
提
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
経
同
文
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
に
よ
り
、
そ
の
問
題
も
お
お
よ
そ
解
決
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
の
結
論
1
・
2
の
理
由
に
よ
り
、
同
経
同
文
が
八
種
義
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
か
ど
の
は
る
き
非
常
勤
講
師
）
二
〇
一
三
年
十
一
月
十
五
日
受
理
四
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
